自治基本条例策定市民会議　第2期策定作業について

　市民会議は4月27日全体会で、「平成20年3月に市長に対し、市民の手作りの自治基本条例素案を提出することを目標とする」と決めました。
１．策定作業の日程について

（１）この達成のため、19年度の一年間を第2期と第3期に分け、自治基本条例の素案に盛り込むべきテーマを検討、市民会議素案としてまとめます。

　（２）第2期は10月までとし、さらにこれを前期（5月、6月をめど）と後期（7月、8月、9月をめど）に分けます。

（３）前期では共通する項目（市民、条例の位置づけ）を討議し、後期では課題別項目（行政、議会、コミュニティ、前文）を討議します。

（４）1０月には全体をまとめ、条例素案大綱に結びつける手順で進めます。
２．策定作業の進め方

（１）第2期の策定作業は市民会議会員全員で策定作業部会を構成して行います。
（２）第2期の討議は６グループによるグループ討議の方式で行います。

（３）前期では「①条例の目的と位置づけ、②市民自治確立の理念と手法、③用語の定義」を共通項目として、６グループが併行して討議をします。

（４）後期では「④行政、⑤議会・コミュニティ」を課題別項目として、グループを2つの群に分けて討議します。

（５）グループの編成は、後期のテーマの選択希望を配慮する以外は、アトランダムに編成いたします。（前期と後期の間にグループ編成の組み替えは行いません。）
（６）前期終了時点、後期終了時点、第2期の終了時点にそれぞれまとめを行い、１０月には条例大綱素案を作成します。
3．策定委員会及び座長、副座長の任務

（１）6グループでは、各グループごとに推薦投票によって、座長、副座長を選出します。

（２）6グループの座長、副座長12名で策定委員会を構成します。
（３）座長、副座長は、前期、後期のテーマの論点を十分把握し、各グループで論点に基づく討議を深め、毎回グループのまとめの文章を作成して策定委員会に提出し、報告します。
（４）策定委員会は論点の整理と提示、学習の実施などを行うとともに、6グループのまとめを十分交流してテーマの論点に基づいた討議をし、まとめ文を毎回作成する。これらは策定委員会で推薦投票により選出された正副策定委員長が中心になって行います。

（５）正副座長は策定委員会の毎回の討議の状況を自らのグループに報告し、さらに討議を深めます。
（６）策定委員会は、正副策定委員長を中心に前期、後期の各中間まとめ、10月の総まとめを行い、条例素案大綱を作成します。
